
お申込みはこちら

150名定員
申込先着順
申込締切日：1/16（金）

CREVAおおくまCREVAおおくま
会場：CREVA HALL会場：CREVA HALL
大熊町大字下野上字大野116番地の５大熊町大字下野上字大野116番地の５

※駐車場の台数に限りがありますので、できる限り公共交通機関をご利用くださいますようご協力をお願いいたします。駐車場への駐車の際には、スタッフの指示にしたがってくださいますようお願いいたします。
※入場には事前の申し込みが必要です。※本イベントは予告なく変更になる場合がございます。

※交流会は、シンポジウム参加者がご参加いただけます。
　お申込みは、シンポジウム申込フォームよりお願いいたします。

オ ン ラ イ ン
同 時 配 信
当日会場にお越しいただけない方は
オンラインにて是非ご視聴ください。

参加無 料

つ なぐ、つ な が る 、ス ゴ イノベ！
これまで浜通り地域等では、福島イノベーション・コースト構想(イノベ構想)の様々な取組が
行われ、少しずつ成果が生まれてきました。今年度のシンポジウムでは、イノベ構想における

「連携」が生み出した成果を発表します。さらには、イノベ構想の加速化・具体化に向け、「地域
の稼ぎ」、「担い手の拡大」、「日々の暮らし」の3つの視点から、何をすべきかを皆さんと共に
考えていきます。

事前に申込みが必要です。

1/
2 0 2 6

木

13:00-16:00 ［開場12:00］

16:00～17:00時 間

無料参加費
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会 場

４０名定 員

交 流 会 の お 知らせ
【福島イノベ倶楽部】共同開催

イノベーション・コースト福島 構想

公益財団法人
福島イノベーション・コースト構想推進機構
■共催：復興庁・経済産業省・福島県
■後援：福島県教育委員会・双葉地方町村会・大熊町

お申込み
お問合せ

主催

TEL 090-3481-9382
E-mail fipo.symposium@exd-connect.jp

福島イノベーション・コースト構想
シンポジウム運営事務局

（シンポジウム会場から徒歩約1分）

※事前申込制
　（先着順）

創造的復興のための産業集積における「連携」について
（地域の稼ぎ）（日々の暮らし）

イノベ機構
産業集積部 部長 小林 正典

トークセッション

キーノート・スピーチ　

氏

常磐興産株式会社
取締役 社長執行役員

関根 一志

～点から面へ、参画者が共に成長するイノベーションのカギは～

イノベ機構 産業集積部 部長［ファシリテーター］ 小林 正典

氏

株式会社リビングロボット
代表取締役社長

川内 康裕氏

常磐興産株式会社
執行役員

板東 正俊 氏

大熊インキュベーションセンター
インキュベーションマネージャー

黒田 敦史 氏

福島国際研究教育機構（F-REI）
広域連携監

村田 文夫

これまでイノベ構想の産業集積関連プログラムでは、様々な事業者
がチャレンジし、成果を上げてきました。
そこで重要なのが「連携」。イノベ構想の一線で活躍されている方々
にご登壇いただき、これまでの成果についてご紹介いただくととも
に、今後のあるべき方向性などを語り合います。

13:20～
第� 部

イノベ機構
教育・人材育成部 部長 鈴木 康隆

イノベ構想を担う人材の育成を目指し、小学校、中学校、高校、大学
等で取り組んでいる事業の紹介とその成果を発表します。

ふくしまイノベ教育の成果
（担い手の拡大） 

～イノベーションは「人」から始まる～

14:10～
第� 部

「福島イノベ構想推進人材確保事業」の指定を受けている勿来工業
高等学校の清水校長先生より、地元企業の魅力と技術力に触れる
学びを通して、生徒たちがこの地域の未来に希望を抱き、地域産業
を担う思いが育まれている現状をお伝えします。

氏

福島県立
勿来工業高等学校
校長

清水 隆司

イノベ機構
交流促進部 部長

ふくしま12市町村移住支援センター
副センター長吉成 孝志 藤川 城一

～地域の魅力発信から担い手の創出へ～
イノベ地域への交流・関係人口の拡大、移住の促進について、様々な取組を実践されている方にご意見を伺いながら
成果の共有と今後の課題を考えていきます。

氏

株式会社博報堂
地域共創プラットフォーム
事業推進局
ビジネスプラナー
（合同会社toten創業者）

川上 友聖氏

一般社団法人
双葉郡地域観光研究協会
（F-ATRAs）
代表理事

山根 辰洋

交流関係人口の拡大の取組による成果
（担い手の拡大） （日々の暮らし）14:55～

第� 部

イノベ地域に人を呼び込むための事業（ブラッシュアップ事業）に参画
した理由、事業で取り組んだインドの大学と連携した短期留学プログ
ラムや今後の活動などについてお話していただきます。

ブラッシュアップ事業参加を契機に地域と継続的に関わる思いなど
を、移住サポーターなどの実際の活動事例を交えながらお話してい
ただきます。

「炭鉱から観光
  未来へ“つなぐ”」



当日会場にお越し
いただけない方は
オンラインにて

ぜひご視聴ください

オンライン
同時配信

参加申込方法

右記の応募フォームからご来場者氏名・電話番号・
ご住所・E-mail・お勤め先・同伴者氏名をご入力の
うえ、お申込みください。

お申込みはこちら
お問い合わせ

事前に申込みが必要です。

タイムスケジュール

開場

トークセッション

キーノート・スピーチ
常磐興産株式会社
取締役 社長執行役員　　 関根 一志 氏

福島県立勿来工業高等学校
校長 清水 隆司 氏

一般社団法人双葉郡地域観光研究協会
（F-ATRAs）
代表理事

山根 辰洋 氏
株式会社博報堂
地域共創プラットフォーム事業推進局
ビジネスプラナー（合同会社toten創業者）

川上 友聖 氏

12:00
開会・あいさつ13:00

13:20

14:10

休憩14:40

ステージイベント終了15:30

14:55

T I M E  S C H E D U L E

※駐車場の台数に限りがありますので、できる限り公共交通機関をご利用くださいますようご協力をお願いいたします。駐車場への駐車の際には、スタッフの指示にしたがってくださいますようお願いいたします。
※入場には事前の申し込みが必要です。※本イベントは予告なく変更になる場合がございます。※参加申し込みの際にいただいた個人情報は、今後のイノベ構想に関する各種案内等に使用させていただく場合がございます。

アクセスマップ A C C E S S  M A P

いわき駅 電車で
約４０分

大野駅 徒歩で
約1分

大熊IC 車で
約4分

特設展示コーナー E X H I B I T I O N  B O O T H

■ 株式会社リビングロボット
■ AstroX株式会社
■ インターステラテクノロジズ株式会社
■ OKUMA TECH株式会社
■ 株式会社クフウシヤ
■ 株式会社ネクサスファームおおくま
■ 株式会社Mecara
■ トラスト企画株式会社
■トレ食株式会社
■ 大熊町
■ 福島国際研究教育機構（F-REI）
■ 福島ロボットテストフィールド
■ 福島イノベーション・コースト構想
　推進機構
■ 東日本大震災・原子力災害伝承館
■ ふくしま１２市町村移住支援センター
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イノベーション・コースト福島 構想
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イノベ機構 産業集積部 部長 小林 正典

常磐興産株式会社
執行役員 板東 正俊 氏
株式会社リビングロボット
代表取締役社長 川内 康裕 氏
大熊インキュベーションセンター
インキュベーションマネージャー 黒田 敦史 氏
福島国際研究教育機構（F-REI）
広域連携監 村田 文夫 氏
ファシリテーター
イノベ機構 産業集積部 部長 小林 正典

イノベ機構 交流促進部 部長 吉成 孝志
ふくしま12市町村移住支援センター
副センター長 藤川 城一

イノベ機構 教育・人材育成部 部長 鈴木 康隆

シンポジウム終了16:00

CREVA
おおくま

TEL 090-3481-9382
E-mail fipo.symposium@exd-connect.jp

福島イノベーション・コースト構想
シンポジウム運営事務局

【福島イノベ倶楽部】共同開催　交流会16:00～17:00

つ なぐ、
つ な が る 、
ス ゴ イノベ！

創造的復興のための産業集積における「連携」について

～点から面へ、参画者が共に成長するイノベーションのカギは～

第1部
（地域の稼ぎ）（日々の暮らし）

交流関係人口拡大の取組による成果

～地域の魅力発信から担い手の創出へ～

第3部
（担い手の拡大） （日々の暮らし）

ふくしまイノベ教育の成果 （担い手の拡大）
～イノベーションは「人」から始まる～

第2部

ー 特設展示コーナーでの交流 ー


